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め , e pid e r m oid の 術前診断に て L L s u bt e m p o r al

a p p r o a c b を用 い手術を施行 した . 腫癌 は硬膜外

に存在 し, 硬膜内 へ の 進展は 認め られ なか っ た .

三叉神経 V 2 は内側前方 に庄排され て い た . 腫癌

は軟 らかく, 内部 は白色 でもろい 角化物質を認め

た . また正円孔 の 拡大を認め , 腫癌の a 仕a c b m e n t

は正 円孔の 板間で あ っ た . 病理 所見 は , e pi d e r
-

m oid で あ っ た .

e pid e r m oid は小脳橋角部や 錘体骨先端に好発

する . 正 円孔 に発生 する e pid e r m oid は我々 が渉

猟 した範囲内で は報告がない .

一

方, 近年拡散強

調 M R I は e pid e r m oid の 診断に有効で ある と報告

されて い る. 本例 もこ れに合致する所見を呈 して

い た .

2 1 　 特 異 な M R I 所 見 を 呈 し た e p i d e r m o i d の 一
一

手術例��

久 下 淳 史 ・ 嘉 山 孝 正 ・ 櫻 田 香

園田順彦・斎藤伸二郎・中里洋一 *

山形大学医学部脳神経外科

群馬大学医学部第 一

病理学 *

【は じめ に】 e pid e r m oid は, M RI の T l および

T 2 強調 画像の み で は くも膜 嚢胞 と の 鉦別が しば

しば困難 であ っ たが , 拡散強調像にて高信号 を呈

する こ と が明か と なり, こ の 所見が疾患特異的所

見 な もの と して 用 い られ て い る . しか しな が ら,

今回, 特異な M RI 所見を呈 した e pid e r m oid の 手

術症例を経験 した の で , その 画像所見および手術

所見に 関 して若干の 文献的考察を加え報告する .

症例 は 64 歳, 女性. 初診時の M R I で, 左小脳

橋角部 に T l で や や高信号, T 2 で は低信号 の 径

3 c m
, 前橋槽 に T l および T 2 で高信号 を呈する

径 2 .5 c m , 右小脳橋核部 には T l で 等信号, T 2 で

低信号 を呈す る 2 c m の 腫癌をそれ ぞれ認 め た .

こ れ らの 腫癌 は拡散強調画像で は高信号 は呈 さ

ず, 術前診断 d e r m oid に て手術を行 っ た .
しか し

なが ら術中所見で は, 腫癌 は部位により暗褐色 や

Ⅹa n th o c h r o m i c な内溶享夜を含む嚢胞で内部に緑色

の 垢様物 を含む 部分 と, 典型的な e pid e m oid c y st

の w a11 の 所見 を呈する部位が混在 して おり, 病理

組織学的 に は著明な角化を示 す重層扇平上皮 と

一 部上皮下 に へ モ ジ デリ ン を含む Ⅹa n th o g r a n ul o -

m a 様 の 所見を呈する e pid e r m oid で あり, 特異な

M RI 所見 は こ の へ モ ジ デリ ン が関与 した も の と

考 えられた .

【ま とめ】 e pid e r m oid の 中にも, 本症例の ごと

く拡散強調像で高信号 を呈 さない Ⅹa n tb o g r a n u -

1 o m at o u s な腫癌の場合があり, 診断の 際には注意

す べ きもの と考 え られ報告 した .
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【目的】 頭蓋 内 cb o r d o m a は 組織学的 に は良性

腫填で あるが , 実際は完治困難 であり, 臨床上 の

悪性腫填であ る. しか し
, 比較的稀な腫癌の た め

分子生物学的検索の報告 は ほ とん どな い . 我々 は

c o m p a r a ti v e g e n o m i c b y b ridi z a ti o n ( C G H) を用

い て
, 頭 蓋 内 c h o r d o m a の 初発時

･ 再発 時の

D N A コ ピ
ー 数異常 の 変化 に つ い て検討した .

【対象
･ 方法】 ch o r d o m a 3 例 の初発時 ･ 再発時

組織 (6 検体) を対象と した . 正常 リ ン パ球 ･ 腫

癌組織よ り D N A を抽出 した後, n i c k t r a n sl a ti o n

法 にて 各々 を S p e ct ru m R e d , S p e ct r u m G r e e n で

標識 し, D N A p r o b e を作成 した . 両 p r o b e を正常

染色体標本上で競合的に h y b ridi z e さ せ , C C D カ

メ ラ で画像を取り込み , ソ フ ト ウ エ ア上で解析し

た .

【結果】 D N A コ ピ ー 数異常 は平均で初発時10 .3

個 , 再発時 16 .0 個と再発 に伴い 増加 した . 全例で

初発 時よ り 13 番染色体長腕 (1 3 q) の D N A コ ピ

ー 数 の 減少 (l o s s) を認 め, 再発時 2/ 3 例で 新 た

に 2 2 番染色体長腕 (22 q) の 1o s s を認め た .

【結論】 組織学的に は良性に分類され る腫 填で

あ るが, D N A コ ピ
ー

数異常 は多様であり, さらに

再発に伴う変化も認め た . また , 1 3 q l o s s が c b o r
-

d o m a に お ける生物学 的な特徴の 1 つ と考え られ

た .


